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一 般 企 業 さ ま の た め の

世界情勢の変化により、国内外を問わずサイバー犯罪が激化
しています。「サイバー犯罪なんて他人事」と思っていません
か？攻撃者は組織の規模や業種に関係なく攻撃を行います。
本セミナーでは、大阪府警察本部のサイバーセキュリティ対
策課 奥地 英之氏をお迎えし、ますます巧妙化するサイバー攻
撃の脅威ならびに中小企業が取るべきセキュリティ対策につ
いて最新事例を交えながら解説します。ぜひこの機会にご参
加ください。

講師：大阪府警察本部 警務部  高度情報推進局
　　　サイバーセキュリティ対策課　管理官

講師完全予約制お電話、またはホームページ
よりお気軽にお申込みください。

QR

https://www.oa.obic.co.jp/contact/form_
20250710.html

うちの会社には大切な情報なんて・・・

個人情報が漏えいして困るのは大企業の話だろう・・・

そうお考えではありませんか？

オービックオフィスオートメーション　  キヤノンマーケティングジャパン共催

協力

〒541-0046　大阪府大阪市中央区平野町 4-２-３ オービック御堂筋ビル 10階
Tel：06-6201-9670　Fax：06-6201-9677 https://www.oa.obic.co.jp/

サイバー犯罪

大阪府警察本部  警務部  高度情報推進局  サイバーセキュリティ対策課

14:00 -16:00開催時間

警視　奥地　英之  氏本セミナーは経営者様、管理部／システム担当者様

及び兼任者様向けの内容となっております。

ぜひ、お誘いあわせの上、ご参加ください。

https://www.oa.obic.co.jp/contact/form_20250710.html
https://www.oa.obic.co.jp/contact/form_20250710.html


検索オービックオフィスオートメーション

〒541-0046　大阪府大阪市中央区平野町 4-２-３　オービック御堂筋ビル　10 階
Tel :06-6201-9670 https : / /www.oa.obic .co. jp/

お申込・お問合せは

営業担当

サイバー犯罪の現状とセキュリティ対策
～  被 害 に 遭 わ な い 、 被 害 を 与 え な い た め に ～

サイバー空間をめぐる脅威については、ランサムウェア 被害が依
然として高水準で猛威を振るっています。ランサムウェア攻撃に
よる被害への対応は企業の信頼に直結します。実務者がこれまで
の取組を継続するだけでは対応困難であり経営者でなければ判断
できない問題です。また令和 6年におけるフィッシングの報告件
数は、過去最多となっております。そこで本セミナーではランサ
ムウェアとフィッシング詐欺に焦点を置き、被害と対策について
ご説明します。

コロナ禍等を経てビジネス環境や働き方は大きく変化していま
す。それに伴いサイバー攻撃による脅威は巧妙化・高度化する
昨今、何を、どこから取り組めばよいのか、アプローチに悩み
をお持ちの方もいらっしゃるのではないでしょうか。本セミナー
では、事業に与える影響と取るべきセキュリティ対策をわかり
やすくご紹介いたします。また被害軽減については、サイバー
保険の内容をご紹介します。

主な講演内容（予定）

※講演内容は変更する場合がございます。予めご了承ください。

サイバー保険講師：株式会社オービックオフィスオートメーション

警視　奥地　英之 氏

主席　村佐 　忠則

講師：大阪府警察本部 警務部  高度情報推進局
サイバーセキュリティ対策課　管理官

講師：キヤノンマーケティングジャパン株式会社
　ソリューション事業推進本部

※ビデオ・カメラ・携帯電話等での撮影・録音は禁止とさせていただきます。

サイバー犯罪を取り巻く現状と対策

サイバーセキュリティ対策 『 5 つの備え 』
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NIST※ が定義する、サイバーセキュリティのリスク管理にともなう一般的な分類法および手法である
「Cybersecurity Framework( サイバーセキュリティフレームワーク )」をもとにお客さまの課題を整理し、必要な
セキュリティ対策を『5つの備え』として提案します。

※ NIST：National Institute of Standards and Technology( 米国国立標準技術研究所 )
科学技術分野における計測と標準に関する研究を行う米国商務省に属する政府機関であり、情報技術に関する
6分野の研究を行っている ITL( ラボ ) にて、コンピュータセキュリティの研究・文書発行を実施

※大阪府警察は特定のサービスを推奨するものではありません。 


